
スジナシグサの雌性器官について

野沢ユリ子本

Y. NOZAWA: On the female organ of“Sujinashigusa" ， 
Aneuria lorenzii WEBER VAN BOSSE from Japan 

〔緒 論〕 所謂“スジナシグサ"は我国南西諸島に産する紅議長であって

岡村によってコシキ島産のものがAneurialorenzii WEBER V. Bo田Eとして

報告されている (1929)0Aneur叩属は WEBERV.政酒田 (1910)が Australia

産の 1種 A.lorenziiを記載しているのみで現在1属1種である。しかしな

がら我国のスジナシグサが A.lorenziiそのものであるのであるかどうかに

は多少の疑がもたれる点もある。 即ち A.lorenziiはWEBERV. Bo回Eの記

載によれば葉状周平の体は subdichotomousに分岐して居り， 中軸が肉眼で

やや認められ，特に若い部分にははっきり見られるのであるが，それに対し

て我国産のスジナシグサについては，岡村は， WEBER v. BossEの記載に比

して体が小さし分l技の少ないととを指摘して居り，中軸も不分明である。

また両者とも四分胞子体の stichidiaについて書いているが，A. lorenzi・iで

はstichidiaの横の隔壁が8まで数えられているのに対し，スジナシグサで

は4-5である。 筆者が観察した標本の多くは岡村のものと同様の疑問を持

つ分岐の少ない小型のものであって，中iliibは不分明のものが多く， stichidia 

の隔壁も，相当成熟したと思はれるものでも 4-5で 8を数えることは出

来なかった。しかしながら，少数ではあるが中軸らしきもののわずかに認め

られるものもあり，また，田中博士採集の与論島 60m深の標本には分l技の

多い大型のものがある。 また WEBERV. BoSSE，岡村ともに雌性及び雄性器

官は記していない。故にスジナシグサが Aneurialorenziiそのものであるか

どうかは今後更に検討を要することとし，ここには岡村に従っておく。

我国南西諸島に産するスジナシグサは深海産のものであって，通常は打

揚げによるものしか採集出来ないのであるが，馬毛島沖ではドレツジで20-

3Om深所から採集されている。 また前述の如く大型のものが与論島 60m
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深で採集されている。筆者は主として馬毛島 (1960，1962.田中博士採集)及

び馬毛島沖 (1964，ドレツジ)の標本より，四分胞子体及び雌性体を得て特に

袋果の発達過程を観察することが出来たので乙乙に簡単に報告する。スジナ

シグサ及びその近縁の種の検討のために今後の参考となれば幸である。

はじめに当って御指導と御校闘を賜わった北海道大学山田幸男博士，並

びに鹿児島大学田中剛博士に厚く御礼申し上げる。

〔雄性器官について〕 スジナシグサの雌性器官は葉体の表面に外生的に

叢生した不定枝上に生ずる。 1つの枝は 1-4ケの procarpを1側面に生じ

て腹背性を示し，背面に短い毛状葉 (trichoblast)を生ずる (Fig.1， A)。 受

精前の procarpは1層の果皮を

有し，大きさ 100-120X150-

160ρ，卵形で，中軸と 5ケの

周心細胞から成る短い柄を有す

る (Fig.1， B)o carpogon校は

4細胞より成り，その下に大き

な支持細胞がある。受精前に於

いて支持細胞は2群の中性細胞

を有し，その第1群は支持細胞

の側面にあって通常細胞数2-

3ケ，第2群は基部にあって細

胞は2ケである。受精毛は長さ

60-70 I-t， やや屈曲して外部に

突出している。

受精後は支持細胞の側面よ

Fig. 1. A， young procarps; B， a proc紅 P
before fertilization. cb， ~rpogonial 
branch; cp， carpogonium; pc， pro. 
carp; s 1， 1st sterile cell group; s 2， 
2 nd sterile cell group ; su， supporting 
cell; t， trichogyn; tr， trichoblast. 

り助細胞を生じ carpogoniumは之と連絡する (Fig.2)。 助細臨からは造胞

糸の細胞を上方に分裂する。完成した護果は直径1000-1700μ の球形で，

果皮の細胞は 8-9層，柄部と反対側の頂点に果口を有する (Fig.3，A)。 造

胞糸は細かく上方に分校し先端に 80-100X 220-240μ の梶棒状の果胞子を

生ずる。造胞糸の基部は癒合した組織となる。支持細胞から生じた中性細胞

群の分裂によって出来た組織は果皮の内側にあって，造胞糸をとりまいてい

る。 1不定枝上に発育する袋果はおおむね1ケである。

〔四分胞子体の stichidiaについて〕 四分胞子体の stichidiaは葉体の
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Fig. 2. A procarp after f巴rtiliza-
tJon; carpogol1l um connectmg 
with auxiliary cell ancl gonimo・
blast cells clevelop. au， aux-
iliary cell; cb， carpogonial 
branch; cp， carpogonium; g， 
gonimoblast cell; po， aperture 
of cystocarp; s 2， 2 ncl sterile 
cell group; su， supporting cell. 

一時¥¥

Fig. 3. A， a mature cystocarp; B， t巴tresporangialstichiclia. e， p巴ri・
carp; es， inner layer cells of pericarp which originatecl from sterile 
cells; ca， carpospores; ts， tetraspore; t1'， trichoblast. 

両面に生じ，毛状築と混じてlケ所に数ケ叢生する (Fig.3， B)。 成熟した

stichidiaは長さ800-900μ 幅320-340μ の披針形で，隔壁によって 2

ヲIJ4-5段にわかれp可分H包子蕊を入れる。1)同分胞子袈の大きさは商符約120μ，
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球形でその内容は trihedralに割れる。

〔要 約〕 以上述べた如く“スジナシグサ"はその護果の発達過程に於

いて Rhodomelaceaeの特徴を満足するものである乙とがわかる。 しかしこ

まかい点では中性細胞 (sterilecell)の数や，果皮の厚さなどに興味のある点

が見られる。

受精前の procarp に於ける中性細胞訴~ (sterile cell group)については，

Ceramiales巾でも， Ceramiaceaeでは支持細胞の側面に 1群を生ずるのみで

あるのに対して，他の 3科では第2刑.をも生じ，之らは受精後広く分裂して

同化組織となるか，濃い内容をもって若い造胞糸を助けるものとされてい

る。 Rhodomelaceaeは乙の3科のrl'でも高等なものとして， rt竹細胞の第 1

ltrは側而lこ，第21t-'(:は procarpの基部にそれぞれ位置して生じ，乙の基部の

1群は carpogon枝と相同であるとも考えられている。その数は Chondria，

Laurencia， Polysかhoniaなどでは第1群は 1-2細胞，第2群は 1細胞であ

る乙とが知られている。 Bostrichiaに於いては側而の 1許ーのみである。スジ

ナシグサで観察されたと乙ろでは第 1群 2-3細胞，第2都 2細胞で，その

数が知られている他のものに比し多い。しかしながら Amansiaeに於いては

まだ中性細胞について詳細があげられていないものが殆んどである。『ド性細

胞群の数や位置がそれだけで Rhodomelaceaeの分類系統上にどれほどの怠

味をもつか今後更に検討してみたい。

Summarv 

“Sujinashigusa"， a tropical red alga from the southern parts of Japan， was re・
ferred to AneUl・ialorenzii WEB. VAN BOSSE by OKAMURA. But the japanese 

plant seems to have some differences from the original diagnosis. 

In this paper the results of the observation on the developmental process of 

the female organ and tetrasporangial stichidia of this species are described. AII 

the characters obsen'ed in this alga show that it helongs to the Rhodomelaceae. 

It is to be emphasized that c1uring the developmental process there are observed 

two sterile cell groups in the procarp， and in the present species the pericarp of 

the cystocarps has rather thick cell layers. 
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海藻はがき実物標本集

新野俊平

昭和 38 年度日本植物学会岡山大会の懇親会の余興は備中村I~であった

が，あれはその背，西林岡橋事11官の案と伝えられている。 大森(西林)長朗

君の家はその分家すじで，成羽町の旧家だが，父」二は大阪市の小学校長をさ

れた人である。先日古い土造の倉の整理をしていたら， 写真に示すような古

い葉書形五拾:mlALGAE JAPONICAE EXSICCATAE POST CARD 50 

SPECIESという海藻標本(多分大正のrl:l期)とい う50年前のものが見つか

った。大森君が海藻学を学ぶようになったのと不思議な縁だと話しあった。

標本もよく保存され，琉球喜屋武仰のカサノリ から，日高対l河のナガコノハ

ノリと，南から北のものが揃っている。緑藻類は硫酸銅で色づけしてある。

重態

勢万

それにも増して間白いのは，乙の海部はがき実物標本;集に下に示すような海

藻唱歌がはってあった。海藻のPRは実に見事なもので，遠藤吉三郎先生か

岡村金太郎先生らしいとと ろもあるのだが，作者不明なのが残念である。
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